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表紙　ミニ消防車出動！
　秋の全国火災予防運動に合わせ、市内の幼年消防クラ
ブ員が参加した消防フェアが、11月15日、日田消防署で
行われました。アトラクションでは、さかえ保育園の園
児がミニ消防車で出動。元気な掛け声とともにホースを
使って約10メートルほど離れた三角コーンの発炎筒を消
火すると観客から拍手が送られました。
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平
成
27
年
度
か
ら

　
　入
園
手
続
が
変
わ
り
ま
す

　

新
し
い
制
度
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
・

幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
入
園
手
続
が
変

わ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
入
園
を
希
望
す
る
保
護
者
は
認

定
の
申
請
を
行
い
、
市
か
ら
保
育
の
必
要

性
と
量
に
応
じ
た「
認
定
証
」の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
保
育
園
に
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
保
護
者
が

子
供
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
ず
同
居
し

て
い
る
親
族
も
保
育
が
で
き
な
い
児
童
）

だ
け
で
し
た
が
、
新
し
い
制
度
で
は
、
希

望
す
る
全
て
の
保
護
者
に
対
し
て
、
市
が

客
観
的
な
基
準
で
保
育
の
必
要
性
の
有
無

な
ど
を
認
定
し
ま
す
。

　
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
た
保
護
者

は
、
認
定
の
内
容
に
応
じ
て
認
定
こ
ど
も

園
・
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
や
事
業

を
選
択
し
、利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
等
は
、
こ
ど
も
未
来
室
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

　
新
し
い
制
度
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
市
で
は
、
新
し
い
制
度
に
向
け

て
、
子
供
の
保
護
者
を
始
め
と
す
る
関
係

者
の
意
見
を
聴
く
た
め
「
日
田
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
を
開
催
し
、
子
育
て

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
全
体
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
を
行
い
、
「
日
田
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
む
た
め
、

子
育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
日
田
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
日
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
は
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　８月から市が実施している「日田市子ども・子育て
会議」。新制度に必要な「日田市子ども・子育て支援
事業計画」を策定するため、子ども・子育て支援の在
り方などについて話し合う場です。委員は19人で、子
供の保護者、学識経験者、子ども・子育て支援事業の
従事者など様々な立場から意見が交わされています。
今回は、その一人である梅野 崇さんにお話をうかがい
ました。

　私は２歳の女の子を育てる一児の父で
す。子供が健やかに日田市で育つため
に、市の子育て環境を高めるお手伝いが
できればと思い、委員に応募しました。
以前、子供が夜間に病気になったときに
市内の病院で対応できず久留米市まで行
くことになり、医療の分野でも意見を交
わすことができればと思っています。
　現在、会議は３回目を終えたところで
す。日田市の子育ての実情を把握するた

めに、市内で子育てをしている保護者を
対象にニーズ調査を行っています。今後
は、調査結果を基に日田市に必要な保育
の需要量を検討し、ニーズに合った認定
こども園、幼稚園、保育園などの体系を
話し合う予定です。
　私自身、日田市は子育て支援の体制や
医療費の助成など充実した仕組みが整っ
ていると感じています。しかしながら、
希望する施設に入園できない、短時間で
託児できる施設が少ないなど、保護者の
ニーズに合った環境づくりができれば、
より良い子育てができると思います。
　会議では、委員全員が意見を交わし、
ときには白熱した議論になることもあり
ます。これからは、皆さんの子育ての実
情やご意見が重要になります。これを機
会に新制度や子育てについて一緒に考え
てみませんか。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

新制度
スタートまでの流れ

平成24年度
子ども・子育て
関連３法成立

平成25年度
・日田市子ども・子育
て会議の開催
・ニーズ調査の実施

平成26年度
・支援事業計画の策定
・施設の入園手続を開始

平成27年度
・新制度の本格的スタ
ート

梅野 崇さん
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聞いたことある
けど新制度の内
容がよく分から
なくて。

３

　

国
が
平
成27
年
度
に
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

　

こ
の
制
度
は
、
全
て
の
子
供
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
新
し
い
制
度
に
必
要
な
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、「
日
田
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
開
催
し
、
市
の
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
奮
闘
す
る
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、
子

供
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
日
田
市
に
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係
（
市
役
所
１
階
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
の
取
組

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
、
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

良
さ
を
合
わ
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　
親
子
が
交
流
で
き
る
場
所
、
一
時
預
か
り
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
増
加
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学
年
を

６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
認
定
こ
ど
も
園
、
保

育
所
、
小
規
模
保
育
施
設
な
ど
計
画
的
な
整
備
を
図
り

ま
す
。 認

定
こ
ど
も
園
の
普
及

１
多
様
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

２
需
要
に
応
じ
た
保
育
環
境
の
整
備

３

子育てのホンネ
ママたちの

　全ての子供が健やかに成長するため
に、保育環境の整備や子育て支援の充
実が求められています。新しい制度で
は、次の３つの取組が進められます。

子供を幼稚園に通
わせたいと思って
いるけど、希望の
園に入れるか心配。

１、２時間だけ子供
を預かってくれるよ
うな仕組みがあると、
とても助かります。

　平成24年８月に可決・成立した「子ど
も・子育て関連３法」は、①子ども・子育て
支援法②認定こども園の一部改正法③①と
②に関係する法律の整備等に関する法律の
３つの法律のことです。幼児期の学校教
育・保育、地域の子ども・子育て支援を総
合的に推進するために、新しい給付の仕組
みづくり、認定
こども園制度の
改善、地域のニ
ーズに応じた子
ども・子育て支
援などを掲げて
います。
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心と体を健やかに育む場所

平成26年度の保育園入園申込みを
　　　　　　　　　受け付けます

【問合せ】
・こども未来室子育て支援係
　☎８３１７（市役所１階）
・前津江振興局総務振興課
　☎２１１１
・中津江振興局総務振興課
　☎３１１１
・上津江振興局総務振興課
　☎２０１１
・大山振興局総務振興課
　☎３１０１
・天瀬振興局総務振興課
　☎８２０４

私立保育園

 三芳昭和園
 ひまわり保育園
 みそら保育園
 明円寺保育園
 白毫保育園
 五和保育園
 小野保育園
 るんびにい保育園
 白蓮保育園
 すばる保育園
 ひかり保育園
 みのり保育園
 さかえ保育園
 五馬保育園

園 名        　 定員（人）   所在地        　  電話番号             　  面接日時

★
★

★

☆
☆

　受付
□受付期限　12月20日㈮
□受付場所　こども未来室、各振興局又は第１希望保育園
□申込みに必要なもの　入園申込書
　※こども未来室、各振興局又は各保育園に備え付けています。

　面接
　受付後、面接を行います。入園の申込みをした保護
者全員が対象ですので、第１希望保育園の面接日に面
接を受けてください。（日程表は下記を参照）
□面接に必要なもの
①保育ができないことの証明書
　（同居で65歳未満の人の分が必要）
・就労の場合…就労証明書
・出産の場合…母子健康手帳の写しと届出書
・病気や病人の看護等の場合
　…医療機関等の証明書、障害者手帳の写しと届出書
②保育料算定のための資料（父母の分が必要　※主たる
生計者が祖父母の場合は、その人の分も必要）

・給与所得者（会社員等）
　…平成25年分源泉徴収票の写し
・確定申告をする予定の人（自営・農業・保険外交員等）
…平成25年分の確定申告書の写し（３月17日締切）

※源泉徴収票提出後に確定申
告をする人も含みます。

③平成25年１月１日時点で、
日田市に居住していなか
った人…前住所地の平成
25年度（平成24年分）
の市町村民税課税証明書
④印鑑（認印可）

　入園申込基準
　保護者や同居の親族が次の①から⑥のいずれかの事
情で、お子さんを保育することができないと認められ
る場合。
①家庭外で就労をしている
②家庭内で日常の家事以外の就労（内職等）をしている
③出産前後（出産予定月を基準として前３か月・後３
か月)
④病気又は心身に障がいがある
⑤長期にわたる病人や心身に障がいがある親族を家庭
で常時介護している
⑥震災、風水害、火災等の災害を受け、その復旧にあ
たっている

午後２時～５時

午前10時～午後６時

※指定の日程で都合が悪い人は、次の日程で面接を受けてください。
・新規入園希望者　平成26年１月10日㈮～31日㈮（土・日曜日、祝日を除く）　午前10時～午後５時
・継続入園希望者　平成26年１月25日㈯　午前10時～午後５時

80
70
110
60
60
110
20
80
90
130
110
120
70
45

刃連町585
田島本町5-11
小迫町74-2
夜明中町1623-1
大鶴本町861-1
石井町3丁目1244-1
殿町3837-1
財津町3144-3
石松町2876-2
竹田新町2-33
田島２丁目12-8
城町２丁目1-51
天瀬町女子畑1775-1
天瀬町五馬市2039 

☎㉒４７２３
☎㉒３３０６
☎㉓００１１
☎㉗２７７０
☎㉘２９０２
☎㉔６４２１
☎㉙２２３５
☎㉔９０９１
☎㉒６６０２
☎㉔３１６５
☎㉓９０２５
☎㉔２０１２
☎２６３０
☎３６５８

１月10日㈮
１月27日㈪ 午前10時～午後６時
１月21日㈫
１月16日㈭
１月16日㈭
１月28日㈫ 午前10時～午後６時
１月 ９日㈭ 午後２時～５時
１月17日㈮ 
１月23日㈭ 
１月24日㈮ 
１月31日㈮ 
１月29日㈬ 
１月21日㈫ 
１月22日㈬
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　平成26年度認可保育園入園申込者面接日程表
　面接は市役所２階２０１会議室（★印は各保育園、☆印は各振興局）で行います。

公設民営保育園

 丸の内保育園 　90 丸の内町7-25 ☎㉒２７４０ １月22日㈬ 
日隈保育園 110 日ノ隈町183-2 ☎㉒７５０５ １月30日㈭ 
 朝日保育園 　45 朝日町941-1 ☎㉓３８３４ １月14日㈫ 
 まえつえ保育園 　45 前津江町大野2188 ☎２４０９ １月23日㈭ 
 いずみ保育園 　45 大山町西大山3467-1 ☎２２６２ １月23日㈭ 
 ひばり保育園 　45 大山町西大山5890-1 ☎２１４３ １月22日㈬ 
 つづき保育園 　20 大山町東大山1141-1 ☎３００５ １月21日㈫ 

園 名        　 定員（人）   所在地        　  電話番号             　  面接日時

☆
☆
☆
☆
公立保育園

 高瀬保育園 　70 銭渕町243-1 ☎㉔５００５ １月20日㈪ 
 光岡保育園 　40 北友田3丁目2531-57 ☎㉔３６０８ １月15日㈬ 
 なかつえ保育園 　35 中津江村栃野2311-2 ☎３０４４ １月24日㈮ 
 すぎっ子保育園 　35 上津江町川原2443-3 ☎２５０５ １月24日㈮ 
 あまがせ保育園 　40 天瀬町桜竹634-17 ☎３４９１ １月20日㈪ 

園 名        　 定員（人）   所在地        　  電話番号             　  面接日時

☆
☆

☆

　保育内容
□保育時間　午前７時30分～午後６時
　　　　　　（各保育園によって異なります）
□入園対象者
　０歳（おおむね３か月）から就学前までの乳幼児
□各種保育サービス（予定）
・休日保育…保護者の就労等により家庭で休日の保育
ができない場合（ひかり・すばる・日隈・丸の内保育園）

・延長保育…保護者の勤務時間等により、通常保育時
間内の迎えが困難な場合
・障がい児保育…入園基準を満たしていて、集団生活
及び日々の通園が可能な障がい児の場合（全保育園）
・病後児保育…病気の回復期にあって集団生活が困難
な児童が、保護者の就労等の都合により、家庭で保
育を行うことが困難な場合（丸の内保育園）
　
　保育料
　　平成25年分の所得税額や平成25年度市民税額等で
保育料を決定します。また、次の減額制度があるの
で、申請する人は、面接時に必要書類を提出してく
ださい。

□多子軽減制度　入園児童の兄や姉が幼稚園・認定こ
ども園・障がい施設等に通園（利用）している場合は、
保育料が減額になります。
　・必要書類…幼稚園・認定こども園・障がい施設等
　　　　　　の在園（利用）証明書

□にこにこ保育支援事業（予定）　入園児童が戸籍上
の第２子で３歳未満の場合は保育料が半額に、第３
子以降で３歳未満の場合は全額免除になります。
・必要書類（新規入園者のみ）…戸籍謄本
※本籍が日田市の人は、戸籍謄本の手数料が免除になります
ので、事前にこども未来室に申し出てください。（事後の
返金はできません）

　年度途中の入園
　　平成26年５月以降の入園申込みも随時、受け付け
ます。毎月１日からの入園になります。途中入園を
希望する人は、入園希望月の前月15日までに必要書
類を添えて、手続を行ってください。
　　なお、育児休業中や出産予定などの理由で途中入
園を希望する場合は、今回の入園受付で申し込むこ
とができます。

　一時預かり
　　保育園に入園していない児童で、保護者の疾病・
出産・冠婚葬祭等やむを得ない理由で家庭での保育
ができない児童の一時預かりを受け付けています。

※延長保育と一時預かりの実施園は、こども未来室にお問い
合わせください。

午前10時～午後６時

午前10時～午後６時
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歳入額は408億8,165万6千円
　市に入った平成24年度の一般会計の歳入は
408億8,165万6千円でした。内訳は、国や県
に頼った依存財源が70.6％、市でまかなう自主
財源が29.4％となっています。しかし自主財源
の中には、基金の取崩しが7億4,238万6千円、
前年度からの繰越金が9億1,528万3千円含まれ、
上記を除く市税などの収入は103億6,706万2千
円と全体の25.4％にとどまっています。また依
存財源の中で最も多い割合を占めるのが地方交
付税で歳入全体の35.5％を占めています。
※表中の合計は、端数処理のため内訳と一致しません。

特別会計

　
　
　　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　
　

　　
　　　自主財源29.4％

市税（18.6％）
76億463万8千円

使用料及び手数料（1.7％）
6億7,810万9千円

その他（1.4％）
5億7,017万円

繰入金（1.8％）
7億4,238万6千円

繰越金（2.2％）
9億1,528万3千円
諸収入（3.7％）

14億9,652万1千円
その他（1.4％）
5億8,779万4千円

地方消費税交付金（1.7％）
6億8,885万2千円

地方交付税（35.5％）
145億1,289万4千円

国庫支出金
（13.8％）
56億

4,587万5千円

国庫支出金
（13.8％）
56億

4,587万5千円

県支出金（6.8％）
27億

6,893万2千円

県支出金（6.8％）
27億

6,893万2千円

市債（11.4％）
46億

7,020万1千円

408億
8,165万6千円

歳入
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歳入一般会計

　特定の事業を行うために一般会計と分けて設置している特
別会計では、全ての会計区分において黒字となりました。

歳入会計区分 歳出
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

合計

 91億9,152万円
8億4,805万3千円
62億1,452万7千円
1億7,336万2千円
8億1,736万7千円

1,715万円
25億8,503万7千円

3,576万3千円
2億3,247万3千円

706万1千円
5億5,388万6千円

206億7,619万9千円

 90億3,108万円
8億4,745万3千円
61億1,159万8千円

  1億7,336万2千円
7億7,681万4千円
1,320万8千円

25億7,484万1千円
3,575万3千円

2億3,202万9千円
647万円

5億5,382万3千円
203億5,643万1千円

平成24年度決算日田市の財政状況１

300

350

400

450
22年度
約389億
6,640万円

23年度
約388億
2,516万円

24年度
約408億
8,165万円

22年度
約373億
932万円

23年度
約371億
5,988万円

24年度
約399億
6,219万円

一般会計歳入・歳出決算額の推移

歳入 歳出

　
　
　　

　　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

　　　　　依存財

源7
0.
6％

※収益的収入及び支出…水道水の供給や施設の維持管理のた
めに必要な経費を中心とした営業活動による収支。

※資本的収入及び支出…水道施設の更新や整備などの建設に
関わる収支。

水道事業
収益的収入及び支出
資本的収入及び支出

 8億6,524万2千円　6億7,403万6千円
1億9,484万7千円　5億3,808万6千円

収入 支出
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600

605

610

615

620

性質別グラフ 目的別グラフ

人件費（15.2％）
60億7,292万1千円

扶助費（17.3％）
68億

9,766万1千円

災害復旧事業費（4.5％）
18億868万9千円

災害復旧事業費（4.5％）
18億868万9千円

公債費（12.5％）
49億

8,942万7千円

その他（1.1％）
4億5,676万6千円

貸付金（2.7％）
10億8,192万円

普通建設事業費
（16.7％）

66億8,709万1千円

物件費（12.6％）
50億

3,444万8千円

補助費等（6.5％）
25億9,556万6千円
補助費等（6.5％）
25億9,556万6千円

繰出金（10.9％）
43億

3,770万9千円

399億
6,219万8千円

歳出

歳出額は399億6,219万8千円
　平成24年度に市が支出した一般会計の総額は、399億6,219万8千円です。
これを性質別に見ると、人件費・扶助費・公債費の義務的経費が179億6,000
万9千円で全体の44.9％、そのうち借金を返済する公債費は49億8,942万7千
円で12.5％となっています。また、普通建設事業費・災害復旧事業費の投資的
経費は84億9,578万円で全体の21.3％、そのうち九州北部豪雨による災害か
らの復旧に要する災害復旧事業費は18億868万9千円となっています。

歳出一般会計

総務費（11.5％）
46億719万4千円

民生費（28.6％）
113億9,705万2千円

衛生費（6.7％）
26億8,594万6千円

商工費（4.6％）
18億

3,296万2千円

土木費（9.5％）
37億9,949万6千円

教育費（13.7％）
54億9,007万3千円

公債費（12.5％）
49億8,942万7千円

その他（12.9％）
51億6,004万8千円

基金
　条例に基づいて設置している基金は、
特定の目的のために活用できます。
平成24年度末の残高は188億7,256
万円です。平成23年度比で、3億
978万円の増額となっています。

170

180

190

23年度末
約185億
6,278万円

24年度末
約188億
7,256万円22年度末

約183億
7,370万円

地方債経常収支比率
　年度を越えて元利を償還する借入
金を地方債といいます。平成24年度
末の残高は平成23年度から約10億
5,110万円減少し、約602億3,345
万円となっています。

　家計に例えると、給料などのよう
な毎月決まって得られる収入に対して、
住居費や光熱水費、ローンの返済な
どのような、毎月確実に支出しなけ
ればならない経費の割合を表した数
値です。平成24年度は92.1％と平成
23年度より1.9％上昇しました。

22年度末
約619億
3,517万円

22年度末
約619億
3,517万円

23年度末
約612億
8,455万円

23年度末
約612億
8,455万円

24年度末
約602億
3,345万円

24年度末
約602億
3,345万円
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今
回
は
９
月
末
時
点
の
数
値
と
な
り
ま
す
。

※
市
民
一
人
当
た
り
の
額
は
、
平
成
25
年
９
月
30

日
現
在
の
人
口
７
万
４
３
４
人
で
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出
し
て
い
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す
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※
端
数
処
理
の
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め
、
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計
と
内
訳
は
一
致
し
ま

せ
ん
。

平成25年度上半期の財政状況日田市の財政状況２

一般会計予算の執行状況 歳入
予算現額 収入率 市民一人当たり科目

市税
地方交付税
国県支出金

分担金・負担金
使用料・手数料

市債
その他
合計

74億889万1千円
134億2,000万円
82億41万6千円
4億1,146万7千円
6億7,590万円

62億6,643万9千円
43億4,656万8千円
407億2,968万1千円

９月末収入済額
40億8,704万7千円
93億5,769万5千円
22億2,824万7千円
1億5,213万2千円
3億125万8千円

0円
16億3,891万6千円
177億6,529万6千円

55.2％
69.7％
27.2％
37.0％
44.6％
0％

37.7％
43.6％

5万8,027円
13万2,858円
3万1,636円
2,160円
4,277円

0円
2万3,269円
25万2,226円

一般会計予算の執行状況 歳出
予算現額科目

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
その他
合計

3億2,557万3千円
68億1,180万2千円
113億1,340万4千円
27億6,351万9千円
1億1,425万2千円
16億4,224万2千円
17億1,891万1千円
36億5,067万7千円
15億4,450万円

42億2,790万6千円
15億190万1千円
51億1,499万4千円
407億2,968万1千円

９月末支出済額
1億6,085万円

14億2,722万2千円
40億7,097万7千円
7億9,638万8千円
9,660万4千円

4億2,423万6千円
10億1,077万4千円
6億9,368万2千円
7億2,455万1千円
15億4,318万円

3億3,640万6千円
24億4,310万2千円
137億2,797万1千円

支出率
49.4％
21.0％
36.0％
28.8％
84.6％
25.8％
58.8％
19.0％
46.9％
36.5％
22.4％
47.8％
33.7％

市民一人当たり
2,284円
2万263円
5万7,798円
1万1,307円
1,372円
6,023円

1万4,351円
9,849円

１万287円
2万1,910円
4,776円

3万4,686円
19万4,905円

特別会計歳入・歳出予算の執行状況
会計区分 予算現額

9月末収入済額（収入率）
歳入

9月末支出済額（支出率）
歳出

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

合計

92億8,679万6千円
8億5,874万4千円
64億3,228万9千円
1億8,461万7千円
7億2,803万4千円
1,597万3千円

23億2,314万3千円
3,633万6千円

2億2,975万8千円
404万5千円

5億8,910万8千円
206億8,884万3千円

37億7,275万7千円（40.6％）
2億6,167万1千円（30.5％）
25億7,246万4千円（40.0％）

4,327万7千円（23.4％）
1億1,129万7千円（15.3％）

580万9千円（36.4％）
4億2,017万9千円（18.1％）

524万6千円（14.4％）
1,299万3千円  （5.7％）
222万3千円（55.0％）

1億815万5千円（18.4％）
73億1,607万1千円（35.4％）

37億5,278万7千円（40.4％）
2億5,396万5千円（29.6％）
 26億1,384万円（40.6％）
8,101万9千円（43.9％）
2億5,440万円（34.9％）
594万5千円（37.2％）

8億3,024万1千円（35.7％）
1,690万円（46.5％）

1億960万8千円（47.7％）
200万6千円（49.6％）

2億4,695万2千円（41.9％）
81億6,766万3千円（39.5％）
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地方債残高の状況
簡易水道事業特別会計　30億9,280万9千円

一般会計　366億605万9千円 公共下水道事業特別会計
125億5,297万2千円

農業集落排水事業特別会計 27億8,316万4千円
 情報センター事業特別会計 19億4,753万2千円

その他 3億1,522万1千円

市税の状況

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税

都市計画税
合計

25億8,597万5千円
36億2,816万6千円
1億7,704万7千円
5億3,927万4千円
3,767万5千円

4億4,075万4千円
74億889万1千円

27億2,920万4千円
40億105万7千円
1億8,938万1千円
2億8,330万2千円
2,223万3千円

4億9,045万7千円
77億1,563万4千円

12億5,012万5千円
21億744万円

1億7,070万2千円
2億8,330万2千円

1,982万円
2億5,565万8千円
40億8,704万7千円

1万7,749円
2万9,921円
2,424円
4,022円
281円
3,630円

5万8,027円

48.3％
58.1％
96.4％
52.5％
52.6％
58.0％
55.2％

45.8％
52.7％
90.1％
100.0％
89.1％
52.1％
53.0％

税目別 予算現額 調定額 9月末収入済額 市民
一人当たり

予算現額に
対する収入率

調定額に
対する収入率

※調定額とは、歳入の内容を調査し決定した収入すべき金額のことをいいます。

用 語 説 明
・一般会計…地方公共団体の会計のうち
基本的・全般的な経費を計上する会計

・予算現額…年度開始前に組まれる当初
予算の額、年度途中で追加・減額する
補正予算の額などを合計した額

・調定額…年度内に入ってくるべきお金
の額

・収入済額…市が歳入として実際に受け
取った額

・支出済額…市が歳出として実際に支払
った額

[歳入]
・市税…「市民税」「固定資産税」「た
ばこ税」「軽自動車税」などの税金

・地方交付税…市町村が等しく事業を遂
行できるよう、国から交付されるお金

・地方譲与税…国が徴収した自動車重量税
等から市に配分され、交付されるお金

・分担金及び負担金…地方公共団体等の事

業で利益を受ける人に負担してもらうお金
・国・県支出金…市町村が行う特定の事業
に対して国又は県から交付されるお金

・市債…市の借入れ金で償還が２年以上
にわたるもの

・繰入金…基金として積み立てていたお
金を取り崩して収入とするお金

[歳出]
・人件費…職員や特別職の給与、議員の
報酬など

・扶助費…高齢者や児童などに対して行
う様々な支援に必要な経費

・公債費…市の借入金の元金及び利子の
償還に要する経費

・普通建設事業費…公共施設の新・増設
などに必要な経費

・物件費…賃金、旅費、施設の維持管理
などに要する経費

・補助費等…補助金の交付や負担金の拠

出に必要な経費
・議会費…議会運営のための経費
・総務費…行政全般の事務などに関する
経費

・民生費…障がいのある人、高齢者に対す
る福祉の充実や子育て支援などの経費

・衛生費…環境保全、疾病予防、健康増
進などの経費

・農林水産業費…農林業振興のための支
援や生産基盤整備などの経費

・商工費…商工業や観光の振興のための
経費

・土木費…道路や河川、公園、施設建設
のための経費

・教育費…小・中学校、社会教育施設、
体育施設などの建設・整備・運営維持
管理に要する経費

・災害復旧費…土砂崩れなど、災害が起
きた箇所の現状復帰のための経費

市有財産の状況 水道事業の状況
土地

建物

山林 12,916,742.00m2

その他 8,899,763.06m2

立木
所有分 534,855.00m3

地上権分 61,885.00m3

458,119.63m2

有価証券 5億8,637万円
債権 4億8,798万2千円
出資金 3億3,502万6千円

基金（積立金） 180億4,703万円

収益的収入及び支出
資本的収入及び支出

 4億2,656万6千円 1億6,628万8千円
628万4千円 1億3,778万9千円

収入 支出

給水人口／50,086人　　　　給水量／2,464,324m3　
１日最大給水量／15,978m3　１日平均給水量／13,466m3
一人１日最大給水量／319ℓ　総有収水量／2,363,270m3

有収率／95.90％
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【問合せ】社会教育課スポーツ振興係☎㉒６８６８

新春の走り初め

第28回日田市少年少女交流駅伝大会
▶とき
　平成26年１月26日㈰
　開会式：午前９時30分～
　スタート：午前10時15分
▶ところ　陸上競技場
▶参加資格
　小学校４～６年生で、スポーツクラブや子供会
などで編成するチーム（１団体２チームまで）

※チームは、大人（監督１人、世話人２人）と選手（４・
５年生各２人、６年生３人、補欠３人）で編成。低学
年は高学年に代行可能。補欠は各学年１人。

▶参加費（保険料を含む）
　１チーム　２,０００円
※申込用紙は、社会教育課（中央公民館内）に備え付け
ています。

▶申込期限　12月25日㈬

第67回市長旗争奪駅伝大会
▶とき
　平成26年１月26日㈰
　開会式：午後１時30分～
　スタート：午後２時
▶ところ　陸上競技場
▶参加資格
　市内に在住又は勤務・通学する高校生以上の人で、
地区体協、職場、クラブなどで編成する監督１人、
選手５人、補欠２人の計８人以内のチーム

　※地区体協の部は社会人のみで編成してください。
▶参加費（保険料を含む）
　１チーム　３,０００円
※申込用紙は、社会教育課（中央公民館内）に備え付け
ています。

▶申込期限　12月25日㈬

募　集

【問合せ】税務課納税係☎㉒８２０５

お知ら
せ

12月は県税及び市税
滞納整理強化月間です

　今年も12月を滞納整理強化月間とし、県と市が
連携して財産調査、差押えなど徴収強化に取り組
みます。
　納期内納付、早期完納にご協力ください。

【問合せ】市民活動推進課生活安全・消費生活係
☎㉒７５１５

お知ら
せ
年末・年始の交通安全運動

　10月31日現在、市内の交通事故死者数は４人
で、昨年の年間交通事故死者数と比較すると３人
増加し、大変憂慮すべき状況となっています。こ
れから年末・年始にかけて夕暮れ時に歩行者がは
ねられる事故が多発する傾向にあることから、運
転手は早めのライト点灯、歩行者は明るい服装や
反射材の着用を心掛けましょう。
　大分県では、交通事故防止の徹底を図るため、
12月16日から平成26年１月５日までの21日間、
「おおいた年末・年始の事故ゼロ運動」を実施し
ます。
▶一斉街頭啓発活動　12月16日㈪・26日㈭

【問合せ】社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

お知ら
せ

20歳を迎える皆さんへ
平成26年日田市成人式

　懐かしい顔がそろい、
当時の思い出がよみが
える「日田市成人式」
が、次のとおり開催さ
れます。
　日田市に住民票があ
る人には、12月中旬に
案内状を送付します。
市外在住で出席を希望する人は、社会教育課に連
絡してください。

▶とき　平成26年１月12日㈰
　　　　午前11時開式（受付は午前10時から）
▶ところ　パトリア日田大ホール
▶対象
　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ

102013. 12. 1 

【問合せ】総務課職員係☎㉒８３９２

募　集市職員採用試験（身体障がい者）
平成26年４月１日採用分

▶第１次試験日　平成26年１月18日㈯
▶受付期限　12月24日㈫
▶募集数　若干名
▶受験資格　学校教育法に定める高校以上の学校
を卒業した人又は平成26年３月末日までに卒業
見込みの人で、次の要件を全て満たす昭和53年
４月２日以降に生まれた人
・身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手
帳の交付を受けている人
・介助者なしに職務の遂行が可能な人
・活字印刷物による出題に対応できる人
※詳細は、総務課職員係にお問い合わせください。

【問合せ】教育総務課総務企画係☎㉒８２３４

日田市奨学生を募集

奨学金　高校等に在学中に貸与する資金
▶申込資格
　次の①～⑤の要件を全て満たす満24歳以下の人
①平成26年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人又はこ
れらの学校に在学中の人
②学業その他の優れた資質を有する者と認める人
③保護者が、日田市内に引き続き２年以上住所を有し
ている人
④保護者が市税を完納している人
⑤経済的理由により学資の資金調達が困難な人
▶奨学金（貸与限度額）
・高校　自宅　　月額8,000円
　　　　自宅外　月額１万5,000円
　※鉄道又はバスで通学する場合は、貸与月額に4,000円を上
　限に加算できます。
・高専　月額１万7,000円
・専修学校・短大・大学　月額３万円
※入学準備金の申込みは別途必要です。
※他の奨学金（日本学生支援機構等）との併給も可能です。
▶返済方法　卒業の日（進学の場合は、進学した学校を
卒業した日）から１年間据え置き、以降15年以内（連
帯保証人が必要）に月賦・半年賦・年賦・一括のい
ずれかで返済。ただし、全部又は一部を繰り上げて
返済することもできます。

▶利息　無利子
※年度中途の申込みは、教育総務課にお問い合わせください。

入学準備金
　高校等に入学を予定する者の保護者に貸与する資金
▶申込資格　次の①～④の要件を全て満たす人
①満24歳以下の学生・生徒で平成26年度に高校、高専、
専修学校（高等課程及び専門課程に限る）、短大、大
学に進学する人の保護者であること
②日田市内に引き続き２年以上住所を有していること
③市税を完納していること
④経済的理由により学資の資金調達が困難であること
▶入学準備金（貸与限度額）
・高校・高専　　　　　　10万円以内
・専修学校・短大・大学　20万円以内
▶返済方法　貸与終了後から６か月間据え置き、10万円
以下の場合20月以内、10万円を超え20万円以下の場
合40月以内、20万円を超えるときは60月以内に原則
月賦による返済。ただし、全部又は一部を繰り上げ
て返済することもできます。

▶利息　無利子

<共通>
▶申込期限　平成26年１月31日㈮（土・日曜日、祝日は除く）
　※申込要項・用紙は、教育総務課（市役所別館３階）、各
　振興局・振興センター及び市内の各中学・高校に備え付
　けています。

▶貸与の決定
　書類選考で奨学金又は入学準備金の貸与者を決定し、
３月中旬までに申込者本人に通知します。

募　集

くらしの情報市政情報ピックアップ

【問合せ】市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
☎㉒７５１５

募　集 “スーパー主夫”日高邦博氏
による講演会を開催

　ボートレーサーの妻に代わって家事や子育てを
切り盛りする“スーパー主夫”の楽しい講演会で
す。“逆転夫婦”の話を是非、お聞きください。

▶とき　12月17日㈫　午後１時30分～３時
▶ところ　市役所７階中会議室
▶講師　日高邦博氏
▶申込期限　12月16日㈪
※市民活動推進課に電話又はファックス、メールのいず
れかでお申し込みください。

▶申込先　㉒2210　  anzen@city.hita.oita.jp
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Information 12.１

こころちゃん

次回の広報ひた12月15日号は、12月16日㈪に発送します。 くらしの情報

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
集

公
売
会
を
開
催

　
市
で
は
、
差
押
え
し
た
動
産
を
入
札
で

売
却
す
る
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。
購
入

（
入
札
）
を
希
望
す
る
人
は
、
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
玖
珠
町
、
九
重
町
と
合
同
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。

■
公
売
及
び
入
札
日
・
会
場

　
12
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
開
札
日
・
会
場　

　
12
月
20
日
㈮　
午
前
10
時
〜

　
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室　

　
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
経
済
産
業
省
が
12
月

31
日
現
在
で
全
国
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
行
う
調
査
で
、
12
月
中
旬
か
ら
平
成
26

年
１
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
調
査
証
を
携
行

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

町
名
表
示
板
、
住
居
番
号
表
示
板

　
　
　
　
　
の
再
交
付
を
受
付

　
住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
（
住
所
が
○
番
○
号
で
表
示
さ
れ
て
い

る
地
域
）
で
は
、
玄
関
又
は
門
な
ど
建
物

の
入
り
口
付
近
に
「
町
名
表
示
板
」・「
住

居
番
号
表
示
板
」
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
表
示
板
が
剝
が
れ
た
り
、
文

字
が
読
み
に
く
い
場
合
は
、
無
料
で
再
交

付
し
ま
す
。

町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
（
例
）

　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
６
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
昼
継
続
）

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
３
日
以
内
に
薬（
漢
方
薬
、健
胃
薬
を
除
く
）

を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

■
と
き　
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
〜
３
月

７
日
㈮
（
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
最
長
午
後
６
時
）

※
実
習
３
日
間
は
平
日
に
実
施
。

■
と
こ
ろ　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

■
対
象　
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

■
受
講
料　
７
万
３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
実
習
費
等
込
み
）

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
日
田
地
域
福
祉

事
業
所
虹
の
家
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
平
成
25
年
10
月
分
か
ら
年
金
額
が
１
％

引
下
げ
に
な
り
、
12
月
に
入
金
さ
れ
る
分

か
ら
年
金
の
受
取
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
12
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金

額
改
定
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

第
60
回
日
田
・
中
津
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き　
12
月
８
日
㈰

・
ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

　
日
田
市
役
所
（
税
務
署
側
）

・
ゴ
ー
ル　
午
後
０
時
30
分
頃

　
中
津
市
役
所

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

し
め
縄
＆
ミ
ニ
門
松
作
り
教
室

■
と
き

①
し
め
縄
作
り

　
12
月
14
日
㈯　
午
前
９
時
〜
正
午

②
ミ
ニ
門
松
作
り

　
12
月
22
日
㈰　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
１
個
５
０
０
円

■
募
集
数　
各
20
人
（
先
着
順
）

※
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

「
冬
ホ
タ
ル
」
緑
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
毎
年
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
今

年
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
平
成
26
年
１
月
５
日
㈰
ま
で

　
午
後
６
時
〜
10
時

　
堂
尾
地
区
公
民
館
付
近

　
緑
町
青
壮
年
会
☎
㉔
６
３
１
０

そ
ば
打
ち
体
験
者
募
集

　
そ
ば
打
ち
体
験
、
餅
つ
き
体
験
な
ど
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
15
日
㈰　
午
前
10
時
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館
（
月
出
町
）

□
募
集
数　
50
人
（
先
着
順
）　

※
参
加
費
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
12
月
７
日
㈯

※
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
☎

㉔
８
７
１
８
（
吉
田
）

第
43
回
日
田
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

・
開
会
式　
午
前
９
時
〜　
陸
上
競
技
場

□
種
目　
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
各
部
門

※
各
部
門
の
詳
細
・
距
離
等
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
参
加
費

・
小
・
中
学
生
、
高
校
生

　
一
人
３
０
０
円

・
一
般　
一
人
５
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
陸
上
競
技
場
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

□
申
込
期
限　
12
月
13
日
㈮

　
（
一
財
）
日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社

新
春
マ
ラ
ソ
ン
係

　
☎
㉔
６
９
３
０
（
陸
上
競
技
場
内
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
入
校
生
募
集

□
訓
練
科
目

①
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

②
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
入
校
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
以
上
（
18
歳
以
上
39
歳

以
下
で
求
職
中
の
人
）

②
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
で
求
職
中
の
人

□
訓
練
期
間　
平
成
26
年
４
月
９
日
〜
平

成
27
年
３
月
13
日

□
受
講
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

□
募
集
数　
各
20
人

※
願
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
求
職

中
の
人
は
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相

談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
募
集
期
限　
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

大
分
県
竹
工
芸
・
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
26
年
度
入
校
生
募
集

□
訓
練
科
目

①
竹
工
芸
科
②
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

□
入
校
資
格

①
18
歳
以
上
39
歳
以
下
で
求
職
中
の
人

②
18
歳
以
上
で
求
職
中
の
人

□
訓
練
期
間　
①
２
年
②
１
年

□
受
講
料　
無
料
（
教
科
書
・
実
習
服
等

の
実
費
が
必
要
）

□
募
集
数　
①
10
人
②
30
人

※
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
期
限　
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　
大
分
県
竹
工
芸
・
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
７
‐
２
３
‐
３
６
０
９

男
衆
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　
男
性
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
毎
週
第
２
月
曜
日　
午
前
10
時
〜

　
中
央
公
民
館
２
階
調
理
室

□
参
加
費　
一
回
１
０
０
０
円

　
男
衆
の
料
理
教
室
事
務
局

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

　
☎
㉓
９
３
１
３
（
井
福
）

イ
ベ
ン
ト

田島２丁目

６－１

人権コラム　　心、豊かに

不安を払拭し、「ＮＯ！」を

　同和問題に対する理解が足りないな
どと言い掛かりを付け、個人や企業な
どに不当な利益や義務のないことを求
める「えせ同和行為」。法務省の実態
調査では、えせ同和行為の被害に遭っ
た企業の数は以前と比べ減少している
と報告されていますが、悪徳的な行為
は後を絶たないようです。えせ同和行
為の横行は、同和問題の解消に向けた
啓発活動や教育の効果を覆すもので、
政府も排除に向けた施策を講じています。
　えせ同和行為による不当な要求で依
然として多いものが、同和問題に関連
するような団体を名乗った「機関紙・
図書などを含む物品購入の強要」です。
「人権啓発の一環として…」などと高
額な物品の購入を迫り、相手が拒否や
断りの姿勢を見せると、大きな声や脅
迫じみた言葉で恐怖感を与え、要求を
押し通すことを典型的な手口としてい
ます。
　このような手口に応じず、被害を防
ぐためには、一貫してきぜんとした態
度で対応することが肝心です。その場
しのぎの妥協は禁物であり、恐喝的な
言動に身の危険を感じるようなことが
あれば、警察などの行政機関に相談す
ることも必要です。
　えせ同和行為の被害者の意識の根底
には「同和問題は怖い、できれば避け
たい」などの誤った意識（不安要素）
が存在していることが多く、えせ同和
行為に屈してしまうことは、その意識
がさらに植えつけられる要因となります。
　えせ同和行為の排除には、同和問題
や人権課題に係る歴史や事実の「正し
い認識」の浸透を図り、不安要素を払
拭していくことが大切です。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報
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寄
附
金
合
計
額

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

市
県
民
税
は
特
別
徴
収
で

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
大
分
県
と
県
内
の
全
市
町
村
は
、
連

携
し
て
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

市
県
民
税
の
特
別
徴
収
っ
て
？

　
給
与
を
支
払
う
事
業
主
（
給
与
支
払

者
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
市
県
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ

る
従
業
員
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
市
県
民
税
を
徴
収
し
納

入
す
る
制
度
で
す
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主

は
、
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
及
び
日

田
市
税
条
例
に
よ
り
、
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
を
行
う
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
に
す
る
と
？

・
従
業
員
が
金
融
機
関
に
出
向
き
、
市

県
民
税
を
納
付
す
る
手
間
が
省
け
る
。

・
毎
月
の
給
与
か
ら
年
12
回
に
分
け
て

徴
収
さ
れ
る
た
め
、
普
通
徴
収
（
年

４
回
の
納
付
書
等
）
に
比
べ
て
一
回

当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
る
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
。

※
事
業
主
は
、
所
得
税
の
よ
う
に
税
額
を
計

算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
市
が
前

年
中
の
所
得
額
を
基
に
市
県
民
税
額
を
計

算
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

特
別
徴
収
に
よ
る
納
入
の
流
れ
は
？

　　
ま
だ
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事

業
主
の
皆
さ
ん
は
、
制
度
を
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改正前

控除対象外
2,000円

控除対象外
2,000円 （寄附金－2,000円）

×所得税の限界税率

所得税分の控除１

　（寄附金－2,000円）
×（90％－所得税の限界税率）

市県民税分の控除（特例控除額）３

改正後

市県民税分の控除（基本控除額）
（寄附金－2,000円）×10％

２
市県民税分の控除（基本控除額）
（寄附金－2,000円）×10％

２

市県民税分の控除
全体の寄附金控除
額が従前と変わら
ないようにするた
めに調整します。

【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

ふるさと納税とは、個人がふるさと（自分が貢献した
いと思う都道府県・市区町村）に寄附を行った場合、
2,000円を超える額が寄附金控除の対象となる制度
です。　
　日田市では、①地域の活性化②森林の保全及び育成
③高齢化対策などに活用する「水郷ひた応援基金」を
設置しています。詳細は、市ホームページをご覧にな
るか、総務課秘書係（☎㉒８２００）にお問い合わせ
ください。

寄附金控除とは、個人が国や地方公共団体、特定
公益増進法人等に寄附を行った場合、所得税の確
定申告書を提出すると、所得税の寄附金控除と市
県民税の寄附金税額控除を受けることができま
す。（確定申告書の提出を行う必要がない人は、
「市県民税申告書」の提出が必要です）
※申告書を提出するときは、各団体が発行する領収書等
の添付が必要です。

従業員
（納税義務者）

従業員が住む
市町村

事業主
特別徴収義務者１給与支払報告書の提出

（１月下旬まで）

５市県民税の納入
（翌月10日まで）

２特別徴収税額の通知
（５月31日まで）

４給与から特別徴収（天引き）
（６月～翌年５月まで毎月）

３特別徴収税額の通知

寄附金控除額の計算方法

（寄附金－2,000円）
×所得税の限界税率

所得税分の控除１

（寄附金－2,000円）×（90％
－所得税の限界税率×1.021）

市県民税分の控除（特例控除額）３

２

３

１
復興特別所得税分の控除
　 ×税率2.1％

※　寄附金は総所得
金額の30％が限度。

※　所得割額の10％
が限度。

用語説明

寄
附
金
合
計
額

市県民税分の控除（基本控除額）
（寄附金－2,000円）×10％市県民税分の控除（基本控除額）

（寄附金－2,000円）×10％

（ふるさと納税を行った場合）
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【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

平成26年度から市県民税が変わります
市県民税の税制改正のお知

らせ

何
が
変
わ
る
の
？

　
　
市
県
民
税
の
均
等
割
額

　
　
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限

　
　
年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
寡
夫
）

　
　
　
　
　

  

控
除
に
係
る
申
告
手
続

　
　
寄
附
金
控
除
の
計
算
方
法

ど
う
変
わ
る
の
？

　
　
市
県
民
税
の
均
等
割
額

　
均
等
割
額
を
１
０
０
０
円
引
上
げ

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
臨
時
措
置
と
し
て
平
成
26
年
度

か
ら
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
市
民

税
・
県
民
税
の
均
等
割
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限

　
給
与
収
入
が
１
５
０
０
万
円
以
上
の

場
合
、
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限
は

２
４
５
万
円

　
　
年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
寡
夫
）

　
　
　
　
　

  

控
除
に
係
る
申
告
手
続

　
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
に
寡
婦
（
寡
夫
）
の
記
載

を
し
た
場
合
、
市
県
民
税
申
告
書
の

提
出
は
不
要

　
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所

得
を
有
し
な
か
っ
た
人
が
、
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、

年
金
支
払
機
関
に
提
出
す
る
扶
養
親
族

等
申
告
書
に
「
寡
婦
（
寡
夫
）
」
の
記

載
を
し
て
い
る
人
は
、
市
県
民
税
申
告

書
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
年
金
支
払
機
関
に
提
出
す

る
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
「
寡
婦
（
寡

夫
）
」
の
記
載
を
し
て
い
な
い
人
又
は

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

そ
の
他
の
控
除
と
一
緒
に
確
定
申
告
又

は
市
県
民
税
の
申
告
手
続
が
必
要
で
す
。

※
年
金
受
給
者
が
年
金
支
払
機
関
に
提
出
す

る
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
「
寡
婦
（
寡

夫
）
」
を
記
載
す
る
項
目
が
追
加
さ
れ
、

年
金
支
払
機
関
が
市
に
提
出
す
る
公
的
年

金
支
払
報
告
書
に
、
新
た
に
「
寡
婦
（
寡

夫
）
」
の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
　
寄
附
金
控
除
の
計
算
方
法

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
場
合
の

　
寄
附
金
控
除
の
計
算
方
法
が
変
更
に

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
都
道
府
県
や
市
区

町
村
に
対
す
る
寄
附
）
を
行
っ
た
人
が

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
、
復
興
特

別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
税
の
寄
附
金
控
除
額
が
復
興

特
別
所
得
税
分
に
も
反
映
す
る
た
め
、

所
得
税
と
市
県
民
税
か
ら
軽
減
さ
れ
る

税
負
担
額
の
割
合
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

１１ ２

２

３

３

４

４

平成25年度まで 平成26～35年度

市民税

県民税

合計

3,000円

1,500円

4,500円

3,500円

2,000円

5,500円

均等割額の改正内容

※県民税均等割額には、森林環境税５００円
が含まれています。

給与収入金額（Ａ） 給与所得金額

改正前 1,000万円以上

1,000万円以上1,500万円未満

1,500万円以上

Ａ×0.95－170万円

Ａ×0.95－170万円

Ａ－245万円

給与所得金額の計算方法

改正後

平成25年から平成49年までの各年で、所得税の２.１％が課税されます。

　平成23年12月２日に「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関す
る特別措置法（平成23年法律第117号）」が公布されました。これにより、所得税の源泉徴収義務者は、
平成25年１月１日から平成49年12月31日までの間に生ずる所得について源泉所得税を徴収する際、復興特
別所得税を併せて徴収し、納付しなければなりません。
　復興特別所得税の額は、源泉徴収すべき所得税の額の２.１％となります。
※給与所得者は平成25年１月１日以降に支払を受ける給与等から源泉徴収されています。

　【問合せ】日田税務署☎㉓２１３６復興特別所得税
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千年あかり
11月８日～10日

川面を照らす、優しい光。

　

平
成
17
年
に
豆
田
の
夜
を
彩
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
「
千
年
あ

か
り
」
。
約
３
万
本
の
光
が
花
月
川

や
豆
田
の
町
並
み
を
照
ら
し
、
訪
れ

た
人
を
温
か
い
光
で
迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
、
花
月
川
河
川
敷
や
豆
田

町
を
中
心
に
高
校
生
や
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
展
示
。
竹
を

使
っ
た
繊
細
な
作
品
に
多
く
の
観
光

客
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

千
年
あ
か
り
実
行
委
員
会
の
財
津

忠
幸
委
員
長
は
「
今
年
も
大
勢
の
方

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
幽
玄
の
世
界
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
の
な
ら
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

01・02.花月川河川敷では、多くの家族連れなどが写真を撮影していた。03・04.毎年美しいオブジェで人々を魅了す
る日田林工高校。今年のテーマは「希望」。05.何本もの竹を使ってかぐや姫を描いた日田商工会議所青年部の作品。
06.今年は色を使った鮮やかな光も多く見られた。写真はサッポロビール九州日田工場のオブジェ。07.桂林荘公園や中
城川には「竹のしずく」と題したオブジェが飾られ、いくつもの小さなあかりが川面を照らした。08.長福寺では、子
供たちの絵とメッセージが描かれた竹灯ろうを展示。09.廣瀬資料館駐車場の「玉灯り」。トンネル型に飾られた色と
りどりのあかりが訪れる人を包み込んだ。

01

04

08

05 06 07

09

02 03
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天領まつり
11月９・10日

天領日田のにぎわいにひたる。

　
江
戸
時
代
、
九
州
の
天
領
を
統
括

し
た「
西
国
筋
郡
代
」。約
１
５
０
人

か
ら
な
る
行
列
の
先
頭
を
歩
く
の
は
、

郡
代
と
そ
の
奥
方
に
扮
し
た
井
形
晃

之
さ
ん
と
早
妃
さ
ん
。
２
月
に
結
婚

式
を
挙
げ
た
二
人
は
、
沿
道
か
ら
の

祝
福
の
拍
手
に
笑
顔
で
応
え
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
大
山
中
学
校
の
生

徒
10
人
が
腰
元
に
扮
し
、
行
列
を
華

や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
丸
山
・
豆
田
地
域
を
中
心
に
グ
ル

メ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
時
代
装
束
を
身
に
ま

と
っ
た
武
士
や
町
娘
が
散
策
な
ど
を

楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
、
訪
れ
た
人
は

江
戸
の
風
情
を
満
喫
し
ま
し
た
。

01.行列に先立ち、地元の子供会による「こどもみこし」が行われた。02.江戸末期頃から伝わる有田町若八幡社の奴振
り行列。掛け声とともに勇壮な技を披露し、観客を沸かせた。03.姫役は2013サッポロイメージガールの多嶋沙弥さ
ん。04.月隈公園には大分県内や鹿児島県屋久島町のグルメが集結。ステージでは三隈高校によるファッションショー
など多彩なショーが行われた。05.人力車で町を散策する姿も。06.花月川河川敷に設置された川床。川の景色を楽しむ
お客さんでにぎわった。07.祭りに華を添えた時代装束や着物姿の皆さん。

01 02

0504

07

03

06
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まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

くにち 山里の秋祭り
　五穀豊穣や無病息災に感謝する五馬くにちが、10
月20日から27日にかけて天瀬町五馬の４つの地区で
行われ、多くの見物客でにぎわった。五馬くにちは、
五馬地区の本城、塚田、出口、五馬市の各地区にあ
る神社で行われており、地域住民に長い間受け継が
れてきた伝統文化。本城、出口、五馬市では囃子に
合わせて「杖楽」が、塚田ではみこしが奉納された。

難読山で新たな地域おこしを
　登山愛好家の間で行われた読みにくい山の名のコ
ンテストで１位と３位に選ばれた、一尺八寸山と月
出山岳がある東有田地区で「日本全国難読山名サミ
ット」が10月26・27日に行われた。
　オープンセレモニーには、コンテストで４位に選
ばれた雲母峰がある三重県菰野町長を始め、地域住
民や登山愛好家ら約200人が参加。実行委員会の菅
田敏幸委員長が「昨年の豪雨で被害を受けた地域を
元気づけようと企画しました。これから東有田地域
を盛り上げていきましょう」と挨拶した。その後、
約40人が月出山岳と一尺八寸山に登り、風船飛ばし
やタイムカプセルの埋設などを行った。
　現在、一尺八寸山と月出山岳には由来板や記念碑
が設置され、今年の８月には月出山岳に展望台も完
成した。天気が良ければ市街地や万年山、くじゅう連
山、釈迦岳、御前岳、耳納連山を見渡すことができる。

亀山橋、ありがとう
　新亀山橋の完成に伴い、旧亀山橋のお別れイベン
トが10月26日に開催され、地域住民や日隈小学校
の児童などが詰め掛けた。
　旧亀山橋は永きにわたり、生活道路や通学路とし
て市民の生活を支えてきた。式典では日隈小学校児
童会長の木下真貴さんが「長い間見守ってくれてあ
りがとう」とお礼の言葉を述べた。

みおうやま

はね

きららみね こもの

はやし

つえがく

まさき

とうだけ

かん
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園児らオリジナル下駄を制作
　11月６日、日田玖珠地域産業振興センターで市
内の幼稚園児約200人が下駄の絵付けに挑戦した。
大分日田げた組合（浦塚重行組合長）が下駄に親し
みを持ってほしいと開催したもので、組合員が絵柄
などをアドバイス。動物やフルーツ、水玉などをモ
チーフにした世界に一つだけの下駄が完成した。浦
塚組合長は「大人になっても下駄を履いてほしい」
と話した。

修明校で貴乃花親方が講演
　10月27日、元大相撲第65代横綱の貴乃花光司親
方による「志すということ」と題した講演会が大明
小・中学校（通称：修明校）の体育館で行われた。講
演では、自身の経験を交えながら「迷わないこと」
「失敗を恐れないこと」など生徒たちに「人生の10
か条」を伝え、「人生の分かれ道で迷ったときこそ、
真ん中を進んでほしい」とメッセージを送った。

ドラゴンボートで熱戦！
 11月17日、三隈川で竜の姿に装飾した船をこいで
早さを競う「水郷日田ドラゴンボート大会inみくま川」
が開催された。日田中央ロータリークラブと日田カ
ヌー協会が主催し、市内外から28チームが参加した。
約250メートルのコースを、ゴールまで一直線に進
む船もあれば、隣の船とぶつかりながらやっとゴール
する船もあり、川岸の観客から声援が上がっていた。

歴史とロマンの石坂石畳道
 11月17日、旧花月小学校を出発地として、日田往
還「石坂石畳道」ウォーキング大会が開催された。
地元自治会で構成する実行委員会と三花公民館が主
催し、16回目を迎えた今回は、市内外から約230人
が参加した。出発するときに降っていた雨は途中か
ら上がり、薄く掛かった霧の中、参加者は約160年
前に築かれた石坂石畳道を踏みしめた。
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　市政発展に貢献した人を表彰する市政功労者表彰式が11月３日、パトリア
日田で行われました。今年は10人が選ばれ、賞状と記念品が贈られました。
※年齢は11月３日現在。順不同。

平成25年度市政功労者表彰
日田市の振興と発展に、長年尽力

秋の叙勲
長年の努力と顕著な功績をたたえて

知事表彰

　生活環境衛生功労
草野義輔さん
（現 岩尾昭和学園理事長）
66歳・豆田町

　生活環境衛生功労
栁原 信男さん
（元 大分県飲食業生活衛
生同業組合副理事長）
81歳・三本松１丁目

　農林水産功労
武石晴喜さん（元 大分県
家畜人工授精師協会会長）
74歳・天瀬町馬原

　市政の振興
草野圭次さん
（元 市議会議員）
66歳・隈１丁目

　市政の振興
髙山紀子さん
（元 人権擁護委員）
72歳・城町２丁目

　秋の叙勲
瑞宝単光章　消防功労
安達豊彦さん
（元 日田市天瀬消防団
団長）
66歳・天瀬町馬原

　危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章　消防功労
佐藤義孝さん
（元 大分県日田玖珠広
域市町村圏事務組合消
防司令）
73歳・池辺町

　地方自治功労
梅木 哲さん
（現 大分県選挙管理委員
会委員長）
71歳・中央２丁目

　社会福祉保健功労
株式会社ダイエー日田店
（献血団体）

　教育の振興
渡邊 隆さん
（現 学校医）
75歳・大山町西大山

　市政の振興
梅木 哲さん
（元 公平委員）
71歳・中央２丁目

　地域自治の振興
藤本美鶴さん
（前 南部町自治会長）
83歳・南部町

　教育の振興
新関 寛さん
（現 学校医）
74歳・田島２丁目

　市政の振興
笹木 勇さん
（前 公平委員）
76歳・銭渕町

　地域自治の振興
安岡敏雄さん
（前 本町２丁目自治会長）
79歳・中本町

　農業の振興
岩下正勝さん
（現 日田市農業委員）
70歳・天瀬町馬原

　市政の振興
中野明生さん
（元 市議会議員）
65歳・三芳小渕町
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　当日は多くの人が来館し、読書アド
バイザーによる講演会を始め、英語の
読み聞かせや大人のための読み聞か
せ、英字新聞を使ったエコバッグ作り
など、12のイベントを楽しみました。

おいでよ！としょかん！！を開催しました

　寒い日にはやっぱりこたつで温まりながらみかんを食べる
のが一番ですよね。
　そのみかんの皮、皆さんはどうやってむいていますか？普
通にむくだけじゃつまらない、楽しくみかんをむいてみた
い！という人におすすめの本があります。
　この本に載っているとおりにみかんの皮に線を書き、その
線に沿って皮をむいていくと、いろんな動物の形が出来上が
ります。今回はもうすぐクリスマスなのでトナカイと熊の形
に挑戦しました。一見複雑で難しそうでしたが、こつさえつ
かめば簡単にできました。
　他にも十二支や虫などがあり、大人も子供も一緒に楽しめ
る内容になっています。もちろん中身もおいしく食べられま
すのでチャレンジしてみてはいかがでしょうか？

「あたらしい
みかんのむきかた」
岡田好弘／作　
神谷圭介／絵・文
小学館

参考にした本

※年末年始は、12月29日から平成26年１
月４日まで閉館します。閉館中に図書
を返却する人は、玄関横の返却ポスト
に投かんしてください。

12月の休館日（○…休館日）

２

30

９
16
23

１

29

８
15
22

４
11
18
25 28

７
14
21

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金
３
10
17
24
31

□とき　12月14日㈯　午後３時～４時
　　　　12月28日㈯　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることが
あります。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

おいでよ！おはなし会
図書館ミニ情報
こんなことでお困りでは
ありませんか？

読みたい本が
     見当たらない

出版から年数が経過した
本、貴重な本などは書庫に
保管していますので、窓口で
お尋ねください。また、自
宅のインターネットや館内
のパソコンから保管・貸出し
状況を確認することができ
ます。

淡窓図書館に置いていな
い本は、大分県立図書館
や他の公立図書館から借
りることができます。館
内に備付けの予約用紙に
希望の本を記入し、窓口
の職員に渡してください。

図書館の本に限り、著作
権法の範囲内でコピーが
できます。（一枚10円）

新聞（12紙）、雑誌（63誌）、
情報誌、音楽ＣＤ、聴講ＣＤ、
電話帳（全国）、ゼンリン地図（市
内）、大活字本、大型絵本（団
体のみ貸出可）、紙芝居、イン
ターネット用パソコンなどがあ
ります。

職員が図書館の本などを活用し、必
要な情報を探す手伝いをします。

図書館に読みたい本が
　　　　ないときは？

図書館には本以外に
　　　　　何を置いているの？

知りたいことがあるけど、
どうやって調べたら良いか分からない

一回に限り２週間延長できます。（ただし、
予約が入っている場合はできません）

同じ本を続けてもう一度借りたい

本のコピーはできるの？

図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

図書館の本を読んで、挑戦してみました！
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！
　平成26年２月に誕生日を
迎える３歳までのお子さん
が対象です。平成26年１月
１日までにお申し込みくだ
さい。（抽選の結果は、当
選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

飯田 楓ちゃん
（２歳・小迫町）

加藤天音ちゃん
（３歳・亀山町）

あまね

津山美桜ちゃん
（２歳・天瀬町本城）

み お かえで

こうだい
小田煌大ちゃん
（３歳・天瀬町桜竹）

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

12月生まれ

木山璃津ちゃん
（３歳・吹上町）

りつ

古田大空ちゃん
（１歳・上津江町川原）

そ ら
髙倉望愛ちゃん
（１歳・田島１丁目）

の あ

●すくすく相談

　４日㈬
　午前９時30分～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう

　６日㈮
　午前11時～
●クリスマス会

　（療育事業）
　20日㈮
　午前11時～

●毛糸を使ってかご作り

　７日㈯
　午前10時30分～
　11日㈬　午後４時～
●すくすく相談

　13日㈮
　午前10時～11時30分
●クリスマス会＆お話会

　19日㈭
　午前10時30分～
●壁面制作

　25日㈬　午後４時～

●年賀状作り

　　４日㈬　 ７日㈯
　午前10時30分～
●クリスマス制作
　　11日㈬　 14日㈯
　午前10時30分～
●ワトソンさんと　　

クリスマス会

　21日㈯　午前10時～
　※18日までに要予約。

●せいまお兄さんと　

遊ぼう

　11日㈬　午前10時～
●ランチｄａｙ

　18日㈬　午前10時～
●クリスマス・お誕生会

　20日㈮　午前10時～

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

12
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

小 …小学生対象

乳 …乳幼児対象

小乳

小

小

乳

矢幡來希ちゃん
（１歳・誠和町）

らいき

伊東雅翔ちゃん
（２歳・北友田１丁目）

まさと
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

川浪明真ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

高倉夢来ちゃん
（３歳・上城内町）

ゆ ら はるま

●園児とのふれあい

　５日㈭
　午前10時10分～11時
★クリスマスケーキ作り

　16日㈪
　午前10時～正午
★クリスマスパーティー

　19日㈭
　午前10時～正午

●身体計測

　10日㈫
　午前９時30分～正午
★小袋先生の発達相談

　19日㈭
　午前９時30分～

午後４時
●土曜開放日

　21日㈯
　午前９時30分～正午

●お外で遊ぼう

　５日㈭　午前11時～
（中央公園）

★まつぼっくりでクリス

マスツリーを作ろう

　９日㈪　午前11時～
★ベビーヨガ

　17日㈫　午前11時～
★親子体操

　18日㈬　午前11時～
★クリスマス会

　19日㈭　午前11時～

日田市の人口
（平成25年10月31日現在） 

■人口
　70,366人
　（前月比-68人）
・男　33,291人
・女　37,075人
■世帯数
　27,081世帯

合谷寧央ちゃん
（３歳・中津江村栃野）

ね お

濵田彩葵ちゃん
（１歳・城町２丁目）

さつき
石井寧々ちゃん
（１歳・財津町）

ね ね
長谷部 蒼ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

あおい

クリスマスリースを作ろう赤十字子どもすくすく講座を開催しました

もうすぐクリスマス！
みんなで楽しくクリスマス
リースを作りませんか。

■とき
　12月11日㈬・12日㈭
　午前10時30分～
■ところ　中央児童館

　11月13日、中央児童館で「赤
十字子どもすくすく講座」を開
催しました。心肺蘇生やＡＥＤ
の取扱いの練習、災害時の食事
体験などを行い、いざというと
きの備えについてみんなで学び
ました。

金﨑蒼生ちゃん
（２歳・大山町東大山）

あおい

綾垣陽光ちゃん
（３歳・上城内町）

ひかり



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　

10
月
に
「
日
本
全
国
難
読
山
名
サ
ミ
ッ
ト
」
が
羽
田

多
目
的
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
に
登
山
や
ア
ウ
ト
ド
ア
の
愛
好
者
で
も

読
め
な
い
、
分
か
ら
な
い
、
ま
し
て
や
一
般
の
人
に
は

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
「
日
本
異
様
難
読
山
名
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
登
山
愛
好
家
の
投
票
で
２
２
９
の

山
の
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果
は
な
ん
と
日
田
市
の

山
が
１
位
と
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
も
ち
ろ
ん
、
日
田
の

皆
さ
ん
は
御
存
じ
の
「
一
尺
八
寸
山
」
と
「
月
出
山
岳
」

で
す
が
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
話
題
で
読
み
方
を
知
っ
た

と
い
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
皆
さ
ん
も
両
山
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
山
頂
に
は
山
の
名
前
の
「
由
来
板
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
景
色
が
目
の
前

に
広
が
り
、
日
田
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
計
画
し
た
実
行
委
員
会

は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
地
域
に
元
気
と
誇

り
を
取
り
戻
そ
う
と
開
催
を
企
画
し
た
と
聞
き
ま
し

た
。
「
月
出
山
」
を
き
っ
か
け
に
、
関
係
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
実
行
し
た
の
で
す
。
こ

れ
は
、
地
域
住
民
が
協
働
し
地
域
を
創
る
、
ま
さ
に
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。

　

市
民
協
働
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、

「
こ
の
ま
ち
を
何
と
か
し
た
い
」
「
盛
り
上
げ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
志
民
や
団
体
が
生
き
生
き
と

活
動
す
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
な
か
っ
た
り
、
資
金
が
な
か
っ

た
り
と
い
う
理
由
で
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

そ
こ
で
、
志
民
や
団
体
に
動
き
出
す
前
の
後
押
し
や

利
用
可
能
な
制
度
を
一
緒
に
考
え
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
む
市
の
組
織
が
、

市
民
活
動
推
進
課
で
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
が
積
極
的

に
市
民
活
動
推
進
課
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
実
の

も
の
と
な
る
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 16
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み
お
う
や
ま

か
ん
と
う
だ
け

は人権週間です～月 日 日４12 10

【問合せ】人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７

12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

女性の人権を守ろう
子供の人権を守ろう
高齢者を大切にする心を育てよう
障害のある人の自立と社会参加を進めよう
同和問題に関する偏見や差別をなくそう
アイヌの人々に対する理解を深めよう
外国人の人権を尊重しよう
ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
ホームレスに対する偏見をなくそう
性的指向を理由とする差別をなくそう
性同一性障害を理由とする差別をなくそう
人身取引をなくそう
東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

・啓発パネル展
　12月４日㈬～16日㈪　市役所１階ロビー


